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② 「授業のUD化」による身に付けさせたい資質・能力の育成
《「授業のUD化」モデル》

つまずきを した指導
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理解0ゆ っくりさ .般化の不成立

足着のX安定さ .抽象化の弱さ 等

・認知の偏ゆ 'イ メージの苦手さ

.学習スタイルの違い.並行作業の弱さ 等

状況理解の不十分さ ,不注意

見通しのなさ .関心のムラ 等

活用
・単元,学年間、教科間の重複

適躍 i汎用|lι  ・発展的な課題

理解

視覚化 ・共有化 `焦点化

展開の構造化

スモールステップ  等

―斉指導の中での配慮

個:1評価

―斉指導のI夫

l気になる理菫上 (根拠) 授業のUD化   上塁ュ登堕壺墾整旦墾墾 《つまずきを想定した指導》

子供の学び方を中心に据えた授業改善

具体的な取組②

(DF授業のUD化」による身に付けさせたい資質・能力の育成
《授業構想モデル (学習の流れ)》

参加

『 わ しら し 」ヽ

「
“

う」あ.~ご 」

か ■b
Oり 螂L瓦難

Fい か け 」 (乍 り

1警重ξ姜壌感,1轟 1筆 てれ

絡 あ て _」 の 撻菫棗鷲

参苺有 イヒ

イ メ ー ジ (卿 罐 化

潟禁病覆、イ鰹

i菫 月電 =巌苺■鋼

|:振 り 返 り 」

橿瞥葛醤《な (最登イヒ)

・時間や場の構造化

・刺激量の調整

,ルールの明確化  等
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つまずきを生じさせる要因

○指導と評価の一体化を図る授業構想 (「山場」「ゴール」からの逆算に
よる授業、授業の「山場」での「焦点化」や展開の構造化のための「共
有化」「視覚化」)による授業改善


